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Ⅰ．はじめに
　古くて新しい課題である、「保育者養成校の使命」を問う議論が活発化している。加えて、待機児童の問題
に端を発し、急速な少子高齢化の中、子育て環境をめぐる問題は喫緊の課題であり「保育者の存在」そのもの
にスポットが当たり、待遇などを含めた保育者論議はさまざまな意味で追い風になっているように思う。
　平成 26 年 8 月、厚生労働省のまとめによると、平成 29 年 3 月末の必要保育士は約 46 万人で、離職率を考
慮すると約 7,4 万人の保育士が不足すると発表された。言うまでもなく、保育は乳幼児だけでなく、児童福祉
施設入所している 18 歳未満の児童も対象で、保育者は主に子どもの生活も遊びを含め、その家族を含め「子
どもの暮らし」を支える役割がある。私たちの未来である「いのち」と「暮らし」を守り育てる保育者の養成
が私達保育者養成校のミッションである。しかしながら、養成校の学校現場で対峙する学生は、その能力・質・
モチベーション・価値感や生き方など実に様々で、教員は保育の教育以前に「言葉づかい、挨拶、マナー、ルー
ルの理解、コミュニケーション力、生きる力、学習意欲」など、社会人としての基礎教育に苦慮しているのが
現状である。本研究はそのような視点を外に移し、保育者養成校に対する地域ニーズをクリアにして、外側か
ら養成校を捉えてみようと試みたものである。
Ⅱ．問題及び目的
　政府は平成 27 年 4 月に、保護者が子育てについての第一義的責任を有するという基本的認識の下に、「子ど
も・子育て関連 3 法」を施行し、幼児期の学校教育、地域、地域の子ども・子育て支援を総合的に推進してい
る。また、「幼保連携型認定こども園」を創設し、政策的に幼保一体化に向けた動きを活発化している。一方、
短期大学をめぐる現状は、① 18 歳人口の減少、②学生の志向の多様性、③専門分野の教育及び資格の高度化、
④産業構造の変化など、全体の規模や内容が大きく変わってきた。これらを背景に保育者養成校に求められる
役割も変化してきているが、保育者養成校（以下、養成校）の第一の使命は、今昔問わず、地域に根差す専門
性を有する保育者の育成である。
　現在の保育者養成校の直面する課題は大きく分けて 3 点ある。①大学入学までに獲得されるべき学力、生活
力、コミュニケーション能力が形成されていないという問題である。結果、当然ながら保育現場からも、マナー
やことばづかい、身なりなどの社会人基礎力向上を求める声が聞かれるようになってきた。②発達障害をはじ
め、様々な問題をもつ子どもや子育てに悩む保護者への対応など地域の子ども・子育て支援者として、より一
層高い専門性が要求されるようになっている。とにもかくにも“即戦力”としての保育者を輩出することと、
保育の“質を高める”ための保育職の専門性の向上が、保育者養成校の社会貢献、地域連携、知の拠点として
求められると思われるが、保育現場が必要としている保育者のレベルとの現状との乖離を意識せざるをえなく
なっている。③また保育者以前に「21 世紀型社会人」として、知識基盤社会を担う人材になるための汎用性の
高い能力を身につけさせると言う課題である。地域の保育のプロパーになるためには、子どもへの献身的な「想
い」だけでは不十分だと思われるからである。そこで本研究では地域の保育者が捉える「保育者の成長プロセ
ス」に着目し、養成校を卒業するまでにどのような専門性を身につけて現場に出ることが地域のニーズに応え
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ることになるのか、また、保育者が養成校を卒業後、保育の実践を経験しながら、保育のスキルをいつごろま
でに獲得すれば良いのかについて検討する。保育者の成長のプロセスを捉えることで、養成校として学生の輩
出、保育者の専門性の向上というそれぞれの対象へ向けた貢献が可能になると思われるからである。
　以上のことから本研究では、養成校の役割を改めて問うその手がかりとして、地域の保育者が保育者の成長
プロセスをどのように意識しているかを捉え、保育者養成校に求められるニーズを明らかにし、今、必要とさ
れる養成校の在り方について検討することを目的とする。
　その際、本養成校が所在する佐世保市内の地域を対象として、全国保育士養成協議会の平成 25 年度の「専
門委員会課題研究報告書」（2014）の「保育者の成長プロセス」の結果と比較し、佐世保市内の保育者の特徴
と養成校卒業までに獲得することが期待される専門性を明らかにし、現在養成校が行っている教育課程と保育
者を目指す学生の成長過程の整合性について仮説を生成する。また、就職後に培われていく専門性の内容や獲
得時期に着目し、養成校がコミット可能な領域について検討する。
Ⅲ．方法
２－１．調査内容（質問紙調査）
①フェースシート
　対象者に、性別、年齢、保育職歴、現在の雇用形態について回答を求めた。
②保育に向かう態度の獲得時期アンケート
　全国保育士養成協議会が平成 25 年度の「専門委員会課題研究報告書」（2014）（以下、報告書）の中で使用
された「幼稚園教諭および保育所保育士の「保育者としての成長プロセス」における保育に向かう態度の獲得
時期」のアンケート項目を採用した。項目は、保育者として必要な態度がどの時期までに育つことが求められ
ているか、どの時期までは力を発揮してほしいと考えているのかを問う 29 項目から構成されている。それぞ
れの質問に対して、「最初の実習までに」、「実習を経て卒業までに」、「勤務年数 1、2 年目までに」、「勤務年数
3、4 年までに」「勤務年数 5 年以上」、「勤務年数 10 年以上」の選択肢から当てはまるものを 1 つ選択するよう
回答を求めた。
③保育者基礎力の獲得時期に対する意識アンケート
　②と同様に報告書（2014）において使用された「幼稚園教諭および保育所保育士がもつ保育者基礎力の獲得
時期に対する意識」の項目を採用した。項目は、全 26 項目で構成され、「養成施設が中心となって育てていく
事項」と、「養成施設で土台をつくり保育者となって保育現場で学びながら育てていく事項」のどちらか１つ
を選択するよう回答を求めた。
④保育者の人材育成以外の領域における養成校へのニーズ
　保育者養成校の役割である将来の保育を担う人材の質を高めていくことであるが、それ以外に保育者として
養成校に求めることについて項目を独自に作成した。項目は、（ア）保育者・保護者対象の研修会、（イ）学生
ボランティアなど、地域や保育現場への派遣、（ウ）長崎短期大学を卒業した保育者の就職後の相談やフォロー、
（エ）子育てをしている家庭や保育に関する研究や知見などの情報発信の 5 項目であり、重要だと思われる順
に回答を求めた。1 番重要だと思われる順に 5 点、2 番目は 4 点、3 番目は 3 点、4 番目は 2 点、5 番目は 1 点
と得点を与え、項目ごとの合計得点を算出した。
２－２．調査時期と手続き
　保育者へのアンケートは、2014 年 10 月～ 2015 年 2 月に実施した保育者研修の出張講座、保育所（2 か所）
および幼稚園（3 か所）に勤務する保育者 99 名へ配布した。回答後は、郵送により回収した。
保育者養成校に対する地域ニーズに関する調査研究　～保育者の成長プロセスに着目した養成校の在り方の検討～
—117—
Ⅳ．保育者へのアンケート結果と考察
３－１．回答者について
　回答者（ｎ =99）の性別、年齢、保育職歴、現在の雇用形態について表 1 に示す。保育者は女性の割合が高
く（86.9％）、50 歳以上の保育者（26.3％）が多かった。
表１　回答者（ｎ＝ 99）について
Ｎ（％） Ｎ（％）
１．性別 男性保育者 12（12.1） ３．保育職歴 1 年 未 満 6（6.1）
女性保育者 86（86.9） 1 ～ 3 年 13（13.1）
未 記 入 1（1.0） 4 ～ 6 年 17（17.2）
7 ～ 10 年 21（21.2）
２．年齢 Ｎ（％） 10 年 以 上 6（6.1）
20 ～ 24 歳 15（15.2） 未 記 入 5（5.1）
25 ～ 29 歳 16（16.2）
30 ～ 34 歳 11（11.1）
35 ～ 39 歳 10（10.1） ４．現在の勤務形態 Ｎ（％）
40 ～ 44 歳 12（12.1） 正 規 雇 用 58（58.6）
45 ～ 49 歳 8（8.1） 非正規雇用 11（11.1）
50 歳 以 上 26（26.3） パート勤務 28（28.3）
未 記 入 1（1.0） 未 記 入 2（2.0）
３－２．保育に向かう態度の獲得時期
３－２－１．佐世保市の特徴
　保育に向かう態度の獲得時期の全体傾向を把握するために、「最初の実習まで」～「勤務年数 10 年以上」の
順に各項目の最頻値の結果を表 2 に示す。佐世保市内の保育者の特徴を把握するために、報告書（2014）より
最頻値が 30.0％以上を示した項目を抜粋した。
　保育へ向かう態度として、佐世保市内の保育者、報告書（2014）の結果ともに「最初の実習までに」「Q1-3．
他者に愛情や思いやりをもって接することができる（50.5％）」ことを求めており、「卒業までに」「Q1-1．使命
感をもって子どもと接することができる（34.3％）」ことを求めていることが示された。
　これに加え、佐世保市内の保育者は、「卒業までに」「Q1-10．子どもや保護者に明るく元気にかかわる（34.3％）」
ことを求めていることが示された。「勤務年数 1、2 年までに」育つことを求められている項目においては、「Q1-8．
保護者に子どもの様子を説明することができる」など報告書（2014）と一致する項目が多くみられたが、佐世
保市内の保育者の方が「勤務年数 1、2 年までに」獲得される項目が多く、保育へ向かう多くの態度を早い段
階で獲得することを望んでいると考えられた。その他、勤務 5 年以上で報告書（2014）と一致していた項目は
「Q1-14．保育者集団の中でリーダーシップを発揮する（45.5％）」１項目のみであり、「勤務 10 年以上」におい
ては一致した項目はなかった。
　このことから、保育者に求められる保育へ向かう態度は、養成校卒業後からおよそ 5 年以内に保育スキルの
ほとんどを獲得することが求められていることが示された。その中でも佐世保市内の保育者は勤務 1、2 年目
を成長のプロセスとして重視しており、新人保育者が早く現場に慣れ、園や職員の方針に沿った保育方法やス
キルを獲得していくための柔軟な基礎力を形成していくことが養成校の教育の役割の一つとして求められてい
ると推察される。
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表２　佐世保市内の保育者と「専門委員会課題研究報告書」の結果
佐世保市内の保育者
「専門委員会課題研究報告書」（2014）の結果
幼稚園教諭
（認定こども園含む）
保育所保育士
最初の
実習まで
Q1-3．他者に愛情や思いやりをもって接
する（50.5％）
Q1-3．他者に愛情や思いやりをもって接
する（57.0％）
Q1-3．他者に愛情や思いやりをもって接
する（55.7％）
卒業
まで
Q1-10．子どもや保護者に明るく元気に
かかわる（34.3％）
Q1-1．使命感をもって子どもと接する
（35.7％）（「勤務１，２年まで」も 35.7％）
Q1-1．使命感をもって子どもと接する
（40.5％）
Q1-1．使命感をもって子どもと接する
（32.3％）（「勤務１，２年まで」も 37.4％）
勤務
1、2 年
まで
Q1-8．保護者に子どもの様子を説明でき
る（70.4％）
Q1-8．保護者に子どもの様子を説明でき
る（71.1％）
Q1-8．保護者に子どもの様子を説明でき
る（68.2％）
Q1-2． 子 ど も の 成 長 に 喜 び を 感 じ る
（52.5％）
Q1-2． 子 ど も の 成 長 に 喜 び を 感 じ る
（58.0％）
Q1-2． 子 ど も の 成 長 に 喜 び を 感 じ る
（58.0％）
Q1-24．子どもの目線になって物事を考
え、保育を行う（52.5％）
Q1-7．保護者からの信頼を得る（49.4％）
Q1-11．子どもや保護者に誠実に元気に
かかわる（44.5％）
Q1-17．保育者として適切な行動範囲を
子どもに示す（48.5％）
Q1-24．子どもの目線になって物事を考
え、保育を行う（47.3％）
Q1-24．子どもの目線になって物事を考
え、保育を行う（43.8％）
Q1-11．子どもや保護者に誠実に元気に
かかわる（46.5％）
Q1-12．子どもに安心感を与えるような
対応ができる（47.0％）
Q1-12．子どもに安心感を与えるような
対応ができる（43.5％）
Q1-19．個と集団の関係を踏まえて子ど
もにかかわる（46.5％）
Q1-11．子どもや保護者に誠実に元気に
かかわる（46.3％）
Q1-7．保護者からの信頼を得る（40.6％）
Q1-16．チームワークを意識して保育す
る（45.5％）（「勤務３，４年まで」でも
32.3％）
Q1-19．個と集団の関係を踏まえて子ど
もにかかわる（44.5％）
Q1-10．子どもや保護者に明るく元気に
かかわる（39.4％）
Q1-25．子どものしぐさ、表情、ことば
から内面を読み取る（42.4％）
Q1-17．保育者として適切な行動範囲を
子どもに示す（43.2％）
Q1-27．子どもの状況を読み取り、必要
な場面で援助をする（38.4％）
Q1-12．子どもに安心感を与えるような
対応ができる（43.4％）
Q1-27．子どもの状況を読み取り、必要
な場面で援助をする（41.6％）
Q1-17．保育者として適切な行動範囲を
子どもに示す（38.4％）
Q1-6．保育者自身の自然にふれあう体験
を保育に活かす（41.4％）
Q1-10．子どもや保護者に明るく元気に
かかわる（40.8％）
Q1-6．保育者自身の自然にふれあう体験
を保育に活かす（38.0％）
Q1-13．表情豊かに自分の気持ちを伝え
る（41.4％）
Q1-25．子どものしぐさ、表情、ことば
から内面を読み取る（40.0％）
Q1-23．子どもを引きつける魅力的な表
現をする（34.3％）
Q1-18．保護者をはじめ身近な大人に対
して適切なコミュニケーションをとる
（41.4％）
Q1-16．チームワークを意識して保育す
る（37.0％）
Q1-16．チームワークを意識して保育す
る（32.7％）
Q1-28．保育の中で課題を設定して実践
に取り組む（41.4％）（「勤務３，４年まで」
も 30.3％）
Q1-23．子どもを引きつける魅力的な表
現をする（36.9％）
Q1-18．保護者をはじめ身近な大人に対
して適切なコミュニケーションをとる
（33.2％）
Q1-5．保育者自身の豊かな遊び経験を保
育に活かす（40.4％）
Q1-1．使命感をもって子どもと接する
（37.4％）
Q1-26．常に子どもの最善の利益を意識
した保育をする（31.9％）
Q1-26．常に子どもの最善の利益を意識
した保育をする（39.4％）（「勤務４，５年
まで」も 31.3％）
Q1-6．保育者自身の自然にふれあう体験
を保育に活かす（35.1％）
Q1-5．保育者自身の豊かな遊び経験を保
育に活かす（30.9％）（「勤務３，４年まで」
も 30.9％）
Q1-10．子どもや保護者に明るく元気に
かかわる（38.4％）
Q1-13．表情豊かに自分の気持ちを伝え
る（34.5％）
Q1-13．表情豊かに自分の気持ちを伝え
る（30.7％）
Q1-22．子どもの動きや人間関係などを
多面的に理解する（38.4％）
Q1-18．保護者をはじめ身近な大人に対
して適切なコミュニケーションをとる
（34.3％）
Q1-27．子どもの状況を読み取り、必要
な場面で援助をする（37.4％）
Q1-5．保育者自身の豊かな遊び経験を保
育に活かす（33.5％）
Q1-15．細かな出来事や子どもの変化に
も気づけるような注意力をもった保育
（36.4％）
Q1-26．常に子どもの最善の利益を意識
した保育をする（30.3％）
Q1-1．使命感をもって子どもと接する
（37.4％）
Q1-7．保護者からの信頼を得る（37.4％）
（「勤務３，４年目まで」でも 49.5％）
Q1-4．家事や料理・洗濯など、自らの生
活体験を活かした保育を行う（36.4％）
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佐世保市内の保育者
「専門委員会課題研究報告書」（2014）の同項目の結果
幼稚園教諭
（認定こども園含む）
保育所保育士
勤務
1、2 年
まで
Q1-23．子どもを引きつける魅力的な表
現をする（34.3％）
Q1-21．身のまわりのモノの特性を考慮
して環境構成や援助を行う（33.3％）
Q1-29．子ども同士や子どもと保護者のか
かわりを見守り、関係づくりを援助する
（32.3％）（「勤務４，５年まで」も 40.4％）
勤務 
3、4 年 
まで
Q1-9．状況に応じた柔軟な態度で保育を
行う（50.5％）
Q1-9．状況に応じた柔軟な態度で保育を
行う（49.1％）
Q1-9．状況に応じた柔軟な態度で保育を
行う（49.2％）
Q1-7．保護者からの信頼を得る（49.5％）
Q1-21．身のまわりのモノの特性を考慮
して環境構成や援助を行う（47.5％）
Q1-20．保育の中で並行して複数のこと
に対応できる（44.4％）
Q1-20．保育の中で並行して複数のこと
に対応できる（46.5％）
Q1-20．保育の中で並行して複数のこと
に対応できる（44.8％）
Q1-21．身のまわりのモノの特性を考慮
して環境構成や援助を行う（44.4％）
Q1-21．身のまわりのモノの特性を考慮
して環境構成や援助を行う（44.4％）
Q1-22．子どもの動きや人間関係などを
多面的に理解する（43.9％）
Q1-15．細かな出来事や子どもの変化に
も気づけるような注意力をもった保育
（40.1％）
Q1-15．細かな出来事や子どもの変化に
も気づけるような注意力をもった保育
（42.4％）
Q1-29．子ども同士や子どもと保護者の
かかわりを見守り、関係づくりを援助す
る（40.3％）
Q1-22．子どもの動きや人間関係などを
多面的に理解する（39.3％）
Q1-27．子どもの状況を読み取り、必要
な場面で援助をする（42.4％）
Q1-28．保育の中で課題を設定して実践
に取り組む（38.4％）
Q1-19．個と集団の関係を踏まえて子ど
もにかかわる（38.2％）
Q1-29．子ども同士や子どもと保護者の
かかわりを見守り、関係づくりを援助す
る（40.4％）
Q1-15．細かな出来事や子どもの変化に
も気づけるような注意力をもった保育
（37.8％）
Q1-25．子どものしぐさ、表情、ことば
から内面を読み取る（36.8％）
Q1-22．子どもの動きや人間関係などを
多面的に理解する（39.4％）
Q1-29．子ども同士や子どもと保護者の
かかわりを見守り、関係づくりを援助す
る（35.2％）
Q1-23．子どもを引きつける魅力的な表
現をする（38.4％）
Q1-28．保育の中で課題を設定して実践
に取り組む（34.5％）
Q1-16．チームワークを意識して保育す
る（32.3％）
Q1-5．保育者自身の豊かな遊び経験を保
育に活かす（30.9％）
Q1-25．子どものしぐさ、表情、ことば
から内面を読み取る（32.3％）
Q1-26．常に子どもの最善の利益を意識
した保育をする（31.3％）
Q1-28．保育の中で課題を設定して実践
に取り組む（30.3％）
勤務
５年以上
Q1-14．保育者集団の中でリーダーシッ
プを発揮する（45.5％）
Q1-14．保育者集団の中でリーダーシッ
プを発揮する（57.4％）
Q1-14．保育者集団の中でリーダーシッ
プを発揮する（49.6％）
３－２－２．保育者として求められる内面的要素別にみた獲得時期
　アンケート Q1-1 ～ Q1-6 の項目は「保育者として求められる内面的要素」、Q1-7 ～ Q1-19 は「保育者として
求められる外的・対人的要素」、Q1-20 ～ Q1-29 は「保育者として求められる実践スキル」として構成されてい
る（報告書、2014）。佐世保市の結果について、獲得時期と項目を図 1 ‐ 1．1 － 2．1 － 3 に整理した。
　保育者として求められる項目を要素別にみると、内面的要素は、他者への思いやりや保育者への使命感を養
成校卒業までに獲得していることが望まれ、それ以外の項目については勤務 1，2 年までに集中していること
がわかる。外的・対人的要素においても特に勤務 1，2 年から勤務 3、4 年までに獲得されることが集中しており、
実践スキルはその後の 3、4 年までに獲得される項目が増加していく。この結果は、報告書（2014）と大きな
違いはなく、保育に向かう態度の獲得プロセスは、内面的要素、外的・対人的要素・実践スキルの順に獲得し
ていくことが示された。これらのことを踏まえると、保育者成長プロセスにおいて養成校が求められているこ
ととは、保育職に就くまでの学生時期には、学生が他者を思いやる心と保育への使命感を併せ持ち、元気よく
人に接することができることに焦点化された人材育成であると考えられる。
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また、保育職として現場で働く 1、2 年目は特に多くのスキルの獲得が求められることから、専門性の質の向
上を目的に 1、2 年目を対象としたとした研修がニーズとして存在するのではないだろうか。厚生労働省（2014）
によれば、指定保育士養成施設卒業者のうち、約半数は保育所に就職せず、保育士資格を有しながら保育士と
しての就職を希望しない求職者のうち、半数以上が勤務年数 5 年未満であり、早期離職の傾向は顕著である。
この調査による保育士としての就業を希望しない理由のトップは、「責任の重さ・事故への不安」が 40,0％を
占めていることから、新人保育者への過度な期待は保育職の継続へ向かっていかない。保育所に限ってみると、
元々モチベーションが低い中でやっと就職はしたものの、保育現場が求める高い資質には遠く及ばず現場と新
人保育者間の葛藤が透けて見えないだろうか。平均勤務年数を幼稚園と小学校で比較してみると、小学校が
20,2 年、幼稚園は 10,5 年で幼稚園は勤務年数が短い（九州大学教育社会学研究集録，2009）。保育士の勤務年
数も 50,7％が勤務年数 5 年未満であり、内 30,2％が 3 年未満で、キーワードとして『10 年』『5 年』『3 年』が
浮かび上がる。保育士・幼稚園教諭とも入職して 1 ～ 3 年間の実践スキルの獲得はモチベーションを維持させ
るための一つになっていると思われ、『3 年目』は離職かキャリアの第一歩に進むかの第一ステップであろう。
そのためにも、1 ～ 2 年目に保育のスキルをいかに獲得させていくのかが鍵をにぎるものと思われる。
これらのニーズから、保育者養成校の一つの役目として、離職率の高い新人保育者の時期に保育者として現場
から期待されることと、自身の保育実践力とのギャップ、保育者の身体的、精神的負担に着目した保育者対象
のストレスマネージメント、キャリア発達のサポートなどが考えられた。
図 1 － 1　保育に向かう態度のうち
「保育者として求められる内面的要素」の獲得時期
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図 1 － 2　保育に向かう態度のうち
「保育者として求められる外的・対人的要素」の獲得時期
図 1 － 3　保育に向かう態度のうち
「保育者として求められる実践的スキル」の獲得時期
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４－３．保育者基礎力の獲得時期
４－３－１．佐世保市の特徴
　26 項目において、「養成施設が中心となって育てていく事項」と回答した割合を高い値の順に表 3 に示した。
また、佐世保市内の保育者の回答の特徴を把握するために、目的に沿って「報告書」（2014）の結果を抜粋した。
結果より、9 割以上が「養成校が中心となって担う」ことを期待する保育者基礎力は、「Q2-15 常に身だしなみ
は清潔感があるように心がける」「Q2-17 時間が期限を守る」「Q2-16 言葉遣いやマナー」など社会人基礎力と
も考えられる項目が集中していた。
表３　養成施設が中心となって育てていく「保育者基礎力」の事項
佐世保市内
の保育者
「専門委員会課題研究報告書」
（2014）の同項目の結果
幼稚園教諭 保育所保育者
Q2-15 常に身だしなみは清潔感があるように心がけることができる 91.8% 92.3% 95.6%
Q2-17 時間や期限を守ることができる 91.8% 96.4% 97.2%
Q2-16 言葉遣いやマナーに配慮して行動することができる 90.8% 89.2% 92.7%
Q2-23 ていねいにきれいな字を書くことができる 85.6% 93.8% 95.2%
Q2-13 何事にも前向きに取り組むことができる 76.3% 84.4% 88.4%
Q2-4 謙虚さをもって物事に取り組むことができる 75.3% 70.3% 75.7%
Q2-6 好奇心や探究心をもち、物事にかかわることができる 71.4% 75.9% 74.4%
Q2-2 諦めずに常に持続して取り組もうとすることができる 68.0% 66.7% 66.3%
Q2-3 心身の健康を維持することができる 66.3% 79.0% 80.9%
Q2-26 周りの人に対しして適切な感情表現をすることができる 65.3% 60.5% 60.3%
Q2-22 自分の意見をもち、話し合いの中で発信することができる 61.2% 50.6% 59.8%
Q2-18 報告・連絡・相談をすることができる 60.2% 50.4% 50.0%
Q2-25 社会情勢に対して関心を持ち、知識を広げようとすることができる 60.2% 59.4% 54.3%
Q2-8 自分に自己課題を設けることができる 59.2% 41.4% 42.5%
Q2-14 自分自身の感性を高めようとすることができる 56.1% 71.6% 72.1%
Q2-7 自分を客観的に見つめ、自己評価を行うことができる 49.0% 27.4% 32.8%
Q2-19 周りの状況に合わせて行動することができる 38.8% 41.2% 46.9%
Q2-10 周りの人の役に立つために、自分の力を発揮することができる 38.1% 41.6% 38.2%
Q2-1 失敗や反省を次に活かそうとすることができる 36.7% 43.2% 40.7%
Q2-12 子どもや他者に対して寛容さをもって接することができる 36.7% 28.4% 28.0%
Q2-20 相手を理解し円滑に物事を進めることができる 34.7% 23.9% 27.7%
Q2-11 いろいろな角度から物事を考えることができる 34.0% 40.4% 42.6%
Q2-24 むずかしい場面であってもユーモアを忘れずに対応することができる 33.7% 26.7% 32.5%
Q2-5 自分の仕事や行為についての責任を果たすことができる 30.6% 38.9% 35.6%
Q2-21 相手の持つ力を信じ、頼ることができる 29.6% 20.4% 25.3%
Q2-9 常に適切な判断力をもつことができる 27.6% 16.4% 21.3%
４－３－２．本学の建学の精神に基づいた教育課程における取り組み
　教育課程は厚生労働省及び文部科学省が指定した科目以外に本学の「建学の精神」（教育理念）、保育専攻の
「ディプロマポリシー・学位授与の方針（以下、ＤＰとする）等」に基づいて地域の要請に応える質の高い保
育者の養成に努めている。紙幅の関係上、ここでは本学の建学の精神やＤＰの視点から本学の教育課程の特徴
についてまとめる。
　本学では全国唯一の「茶道の精神・文化」を学ぶ「社会人基礎Ｂ」・「茶道文化Ⅱ～Ⅳ」を全学生必修の科目
として 2 年間を通して開講している。さらに、社会人に必要な基礎力の向上に向けて、入学後の早い段階から
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「社会人基礎Ａ」を開講し、1 年生の全学生が受講している。これらの基礎教養科目の教育目的は、今回の地域
ニーズに関する調査結果でも明らかになった「卒業までに獲得されることが求められる内面的要素」である「思
いやり・使命感」を育むことと対応しており、本学の教育課程の重要な役割を担っていると思われる。
　今後の課題としては、2 年間の学習で身につけた社会人として基本的な教養（礼儀・作法・思いやり・使命感等）
をいかに職場などで発揮できるのか、学生自身の学びの成果を検証していく取り組みも求められてくる。
　保育専攻の DP では、「使命感」・「コミュニケーション力」・「教養」・「マナー」・「専門性」・「実践力」・「問
題解決能力」等をキーワードとして、知性と温かな人間性を備えた地域の保育の発展と向上に貢献できる人材
の育成に取り組んでいる。このような DP に基づき、保育専攻の教育課程では、開講期毎に「セメスター到達
目標」を位置づけ、それぞれの目標に沿って、開講科目を設定している。つまり、2 年間の教育課程を通して、
社会人として必要な「能力」を段階的に獲得できる教育課程となるよう工夫している。このような教育課程が
めざす方向性は、調査結果でも明らかになった「地域ニーズ」（地域が求める保育者）とも合致しているので
はないだろうか。
４－４．保育者の人材育成以外の領域における養成校へのニーズ
　保育者の人材育成以外に養成校に求める内容について、重要だと思われる順に 1 番目には 5 点、2 番目は 4
点と得点を与え、項目ごとの順位得点を算出した。結果を表 4 に示す。
表４　人材育成以外の領域における養成校へのニーズ
ニーズの
高い順位 養成校に求める項目（ｎ＝ 95） 順位得点
1 保育者・保護者対象の研修会 329
2 保護者や保育関係者に保育に関する研究や知見などの情報提供 322
3 子育てをしている家庭や地域の人が交流できるイベントの開催 283
4 学生ボランティアの地域や保育現場への派遣 271
5 長崎短期大学を卒業した保育者の卒業後のフォロー 220
　結果より、「保育者・保護者対象の研修会」が 1 番多く、2 番目に「保護者や保育関係者に保育に関する研究
や知見などの情報発信」が多かった。これらの得点差は大きくなかったことから、養成校へのニーズとしては
研修の機会の提供であることが示された。近年、保育現場においては保育者不足から保育者が業務に追われ、
保育者研修の機会の確保やコーディネートしていくことが難しい状況があると想定される。そのような状況で
も、日々の保育スキルの向上や、個別に配慮が必要な子どもへの理解、保護者への対応など専門性の研鑽が求
められている現状から、保育者研修会の機会を求めていることが考えられた。養成校には多様な職歴や研究領
域を持つ教員がおり、保育学科教員による出張講座などにおいて子どもの発達や心理に関する知識や研究、保
育者自身の資質の向上につながるような情報提供が求められていると言えよう。
Ⅴ．まとめ
　本研究では佐世保市内の保育所・幼稚園に勤務する保育者を対象にして、養成校に求められるニーズについ
て保育者の成長プロセスに着目して検討した。本校近隣地域のニーズとして、保育現場は、卒業までに「他者
への思いやり、保育者としての使命感を持った社会人基礎力の備わっている学生」を求めていることが示唆さ
れ、勤務後 1、2 年までに保育者としての多くの専門性を身に着けることが期待されていることが示された。
これまでの卒業生たちの話の中から推測すると、保育者としてのキャリアステップの一段階目は、「6 か月目」
の無我夢中期である。二段階は「1 年目」の職場の人間関係等が見え始める「モデル探し期」。自分と保育観が
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似ていたり、目標にできそうな保育者を探す時期である。三段階は 2 年目の「仮安定期」、一通り年間行事や
業務を経験し、保育職が自分に合っているか否かを思案する時期。四段階は 3 年目のやり甲斐探しの時期で、「自
分なりの保育観」を構築しようと努力する時期。五段階は 4 ～ 5 年目の「自己実現に向かう時期」である。保
育者の成長プロセスにおいて、最初の危機は 1 年目であり、2 年目に保育に関する何らかの手ごたえを見つけ
ることができれば続けることができるが、3 年目のやりがい探しの時期に至って初めて、離職かキャリアを積
むかに分かれるのではないか。そのために、保育スキルを 1、2 年目に獲得しようとするのであろう（図 2）。
　図 2　保育者の成長過程のイメージ
五段階 安定期（4 ～ 5 年目）　自己実現
四段階 保育のやり甲斐探し期（3 年目）　自分なりの保育観を構築
三段階 仮の安定期（2 年目）　行事を終え年間の業務を経験
二段階 モデル探し期（1 年目）　人間関係が見える時期
一段階 無我夢中期（6 か月）　先輩保育者の模倣
　本校では、そのような危機を乗り越えられる人材の人間的土台を形成するためにも、「ホスピタリティ」を
その精神とする茶道教育を通して具現化しているが、本研究で抽出された地域ニーズを受け、平成 26 年度か
ら「保育学特別演習」、平成 27 年度からは「キャリア支援講座Ⅰ・Ⅱ」や「地域連携（佐世保学）講座」など
を開講し、保育者としてのキャリアの発達につなげ、「21 世紀型社会人」、「知識基盤社会を支える」汎用能力
のある人材を養成したいと考えている。また、就職後に培われている保育の専門性としては、卒業後 1、2 年
目の保育者の内的、外的、対人援助の理論と技術の獲得へ向けた研修、キャリア支援、保育者自身のケアマネー
ジメントなどの研修やそのニーズが求められるが、手始めに保育者向けの「白蝶講座」を開設した。さらに、
専門性の情報提供の具体的手段として、「知の情報発信」であり保育者養成校と保育現場をつなぐ「白蝶だより」
を発行し地域連携のきっかけにしていきたいと考える。
　保育現場からは、就職後 5 年間までは、保育士の社会人基礎力やピアノの熟達度などの保育技術不足、個人
情報の取り扱いなどに関する厳しいご意見や苦言が寄せられる。これを裏返すと、卒業後の保育者養成校への
熱いエールと捉え、「地」と「知」として点と点を結び面にして、地域に必要とされる保育者養成校のあるべ
き姿を今後も模索していきたい。
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